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諏訪老人福祉館・地区市民ホールの
今後について

多摩市協創推進室

令和７年９月 ９日（火） １５：００～１６：３０
１９日（金） １０：００～１１：３０

諏訪地区市民ホール１階 第１会議室
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１ コミュニティ施設の今後のあり方

２ 諏訪複合施設についての市の基本的な考え方

３ 仮施設の移転先

４ 施設の整備スケジュール（予定）

５ 仮施設の貸室の内容

６ 仮施設のイメージ

７ 意見交換

説明の流れ（次第）
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１ コミュニティ施設の今後のあり方

「コミュニティ施設の今後のあり方に関する基本方針」 令和７年２月 決定

（１）ミライのコミュニティ施設

■ 少子化・高齢化が進行し、地域の中の担い手が減少している中において、子どもから

シニア世代まで、子育て中や働きながらでも、また、これまでは支えられる立場にあった

人たちも含めて、誰もがつながり合える、多世代共生型のコミュニティをつくりたい。

■ この多世代共生型のコミュニティが生まれる場であり、「協創」を実現していく拠点と

なるのが、ミライのコミュニティ施設。

（２） 施設の再編、機能転換の考え方

■ 既存の３館の複合施設（老人福祉館・地区市民ホール）については、大規模改修等の時期に

合わせて、世代を問わず広く利用可能なコミュニティ施設（コミュニティセンター、

コミュニティ会館のいずれか）への転換を進めていく。

■ コミュニティセンター、コミュニティ会館のいずれにするかについては、

地域の特性、他の公共施設の配置などから、個別に判断する。
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諏訪複合施設 （老人福祉館・地区市民ホール）

２ 諏訪複合施設（現施設）についての市の基本的な考え方

 当該エリア、隣接エリアには、

コミュニティセンター等が

整備されていない
 都営住宅の建替え、

ＵＲによる団地再生事業など

地域の環境が大きく変わっていく

 現在の施設は老朽化が著しく進行

 耐震基準を満たしていない

 なるべく早期に、仮施設に移転

 当面の間は、地区市民ホールとして運営

（仮施設移転に、老人福祉館は廃止）

 将来的には、

コミュニティセンター、コミュニティ会館の

いずれかとして整備
 施設整備する時期や位置、種別による運営形態

などについて規定する整備方針は、

URの建替え事業や団地再生事業の

進捗を勘案した上で策定
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３ 仮施設の移転先

諏訪会館

諏訪老人福祉館・
地区市民ホール

諏訪会館

諏訪けやき坂

諏訪南公園

永山南公園 諏訪中学校

諏訪南通り

諏訪小学校
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４ 施設の整備スケジュール（予定）

令和７年度 Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１

現施設
（老人福祉館・
地区市民ホール）

新施設
（コミュニティセンター
又はコミュニティ会館）

仮施設
（地区市民ホール）

令和８年度

通常通り 開館

改修工事
開館準備

改修のための設計
各種調整 等

開館

仮施設
への

引越し等

URの建替え事業や団地再生事業の進捗を勘案しつつ、検討

９月末 閉館予定

２月 開館予定
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５ 仮施設の貸室の内容

現施設
（老人福祉館・
地区市民ホール）

老人
福祉館

2階

集会室
（24畳）

教養娯楽室
（14畳）

風呂

地区市民
ホール

2階

第1会議室
（ 94m²･60人）

第2会議室
（ 26m²･15人）

1階

第1会議室
（137m²･80人）

第2会議室
（ 40m²･25人）

今後検討
地区市民
ホール

貸室①
洋室（75m²）

貸室②（*1）
洋室（15m²）

貸室③（*2）
和室（8畳）または

洋室（15m²）

仮施設
（地区市民ホール）

新施設
（コミュニティセンター
又はコミュニティ会館）

(*1) 貸室③を和室とするか洋室とするか、
今後検討

(*2) 貸室②を洋室とする場合は、貸室②③を
同時使用または各1室で使用できるよう検討
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諏訪会館 改修工事平面図６ 仮施設のイメージ

貸室③
（和室･8畳

又は
洋室･15m²）

貸室②
（洋室･15m²）

トイレ

事務室

給湯室

貸室①
（洋室･75m²）

バリアフリー
トイレに改修

和室を洋室化

和室のまま
又は
洋室化

室内・室外機 撤去
エアコン設置

駐車場（5台程度）を
都と調整中
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諏訪会館 改修工事平面図７ 意見交換

 仮施設の貸室における和室の必要性

 新施設に望むもの

８ その他

 ご意見がございましたら、諏訪老人福祉館事務室に置く用紙に、
ご記入ください（9月末まで）。


